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小
松
左
京
氏

が『
日
本
沈
没
』

を
書
い
て
22
年

後
に
阪
神
大
震

災
が
お
こ
っ
た
。
そ
の
16
年

後
の
今
年
、
東
日
本
大
震
災

が
お
こ
り
、
小
松
氏
が
没
し

た
。

　

小
松
氏
は
大
阪
生
ま
れ
で

高
校
生
の
頃
は
西
宮
あ
た
り

に
住
ん
だ
ら
し
く
、
京
大
に

進
ん
だ
根
っ
か
ら
の
関
西
人

で
あ
る
。
そ
の
風
貌
は
い
た

ず
ら
っ
子
み
た
い
な
童
顔

で
、
読
者
の
ど
肝
を
抜
い
て

喜
ぶ
Ｓ
Ｆ
作
家
共
通
の
い
ち

び
り
精
神
も
頬
の
肉
と
同
様

に
豊
富
で
あ
る
。

　

私
が
理
系
に
進
む
後
押
し

に
な
っ
た
Ｓ
Ｆ
は
ポ
ー
の

『
メ
ー
ル
シ
ュ
ト
ロ
ー
ム
の

大
渦
巻
』
だ
が
、
臨
床
医
学

は
Ｓ
Ｆ
と
同
様
で
検
証
さ
れ

再
現
性
の
あ
る
科
学
と
疑
似

科
学
の
狭
間
に
あ
る
。
自
然

災
害
や
病
気
が
科
学
だ
け
で

対
応
し
き
れ
な
い
現
状
か

ら
、
防
災
や
予
防
の
思
想
の

普
及
と
政
治
行
政
的
対
応
が

必
要
と
な
る
。

　

Ｓ
Ｆ
は
架
空
理
論
に
風
説

を
混
ぜ
た
真
迫
性
の
あ
る
物

語
で
読
者
に
災
害
恐
怖
を
疑

似
体
験
さ
せ
、
多
く
の
教
訓

さ
え
与
え
て
く
れ
る
。無
論
、

娯
楽
で
あ
り
ビ
ジ
ネ
ス
で
も

あ
る
と
Ｓ
Ｆ
作
家
は
ま
た
一

つ
意
表
を
つ
い
て
く
る
。

年末年始のお知らせ
　協会・協同組合は12月29日か
ら１月５日まで休務となりま
す。本紙は12月25日付と１月５
日付を合併し、１月１日付で発
行します。１月15日付は休刊し
ます。

　

11
月
27
日
の
大
阪
府
知
事
選
挙
結
果
を
受
け
、
小
澤
力

理
事
長
は
15
日
、
談
話
を
発
表
し
た
。
全
文
を
掲
載
す
る
。

　

診
療
報
酬
改
定
へ
向
け
、「
保
険
で

良
い
歯
科
医
療
を
」
全
国
連
絡
会
が
１

日
に
開
い
た
国
会
内
集
会
で
は
、
超
党

派
の
議
員
・
秘
書
13
人
が
歯
科
改
善
に

尽
力
を
表
明
。
同
日
の
厚
労
委
員
会
で

も
、
与
野
党
３
議
員
が
歯
科
医
療
問
題

を
取
り
上
げ
る
な
ど
、
盛
り
上
が
り
を

み
せ
て
い
る
。「
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
」
の
実
現
を
求
め
る
請
願
署
名
は
、

約
20
万
２
千
筆
が
国
会
に
提
出
さ
れ

た
。
紹
介
議
員
は
、
衆
院
４
会
派
・
無

所
属
31
人
、
参
院
４
会
派
９
人
と
与
野

党
を
超
え
て
広
が
っ
て
い
る
。

署
名
20
万
超
国
会
へ
、議
員
発
言
も
相
次
ぐ

共
同
研
究
の
進
め
方
で
講
習
会

表　共同研究の流れ（案）

検　査　項　目 実施
機関

歯周治療
開始前

歯周治療
終了後

SPT開始後
１年目

SPT開始後
２年目

患者の同意取得 ○ － － －
患者情報・背景 ○ － － －
歯周病評価 歯科 ○ ○ ○ ○
パノラマ撮影と口腔内写真 歯科 ○ ○ ○ ○
歯周病原細菌に対する血清
抗体価測定 歯科 ○ ○ ○ ○

血糖検査 医科 ○ ○ ○ ○
血液一般検査 医科 ○ ○ ○ ○
血液特殊検査 医科 ○ ○ ○ ○

小
澤
力
理
事
長
が
談
話

　

協
会
は
、
１
日
の
全
国
連

絡
会
の
国
会
行
動
に
、「
保

険
で
よ
い
歯
科
」
署
名
と
会

員
署
名
を
持
参
し
、
地
元
選

出
の
衆
参
41
議
員
に
患
者
負

担
軽
減
と
歯
科
医
療
改
善
を

訴
え
た
。
請
願
署
名
は
、
竹

本
直
一
衆
院
議
員
（
自
民
）

３
０
０
０
筆
、
宮
本
岳
志
衆

院
議
員
（
共
産
）
３
５
０
０

筆
、
山
下
芳
生
参
院
議
員

（
共
産
）
５
７
０
０
筆
、
服

部
良
一
衆
院
議
員
（
社
民
）

３
１
０
６
筆
を
預
け
、
紹
介

議
員
と
な
る
よ
う
要
請
し

た
。
協
会
か
ら
議
員
に
託
し

た
署
名
は
、
累
計
で
２
万
５

０
６
筆
に
達
し
た
。

　

集
会
で
は
、
参
加
し
た
議

員
か
ら
「
受
診
時
定
額
負
担

は
許
さ
れ
な
い
」「
歯
科
診

療
報
酬
を
優
先
的
に
手
当
て

す
べ
き
」
な
ど
の
声
が
続

出
。「
歯
科
医
療
改
善
は
、

党
派
を
超
え
て
共
通
の
政
策

課
題
に
な
っ
て
い
る
」
と
の

発
言
ま
で
出
る
な
ど
、
国
会

内
世
論
の
高
ま
り
を
示
し

た
。
愛
知
連
絡
会
か
ら
「
運

動
が
情
勢
を
切
り
開
い
て
き

た
。
今
こ
そ
歯
科
界
が
立
ち

上
が
ら
な
い
と
い
け
な
い
」

　

協
会
は
、
政
策
が
一
致
す

る
候
補
者
と
し
て
梅
田
章
二

氏
（
明
る
い
民
主
大
阪
府
政

を
つ
く
る
会
）
と
協
定
を
結

び
、
府
知
事
選
挙
に
臨
ん

だ
。
結
果
は
、
橋
下
府
政
を

継
承
す
る
松
井
一
郎
氏
（
大

阪
維
新
の
会
）
が
当
選
し

た
。

　

２
０
０
８
年
２
月
、
橋
下

前
知
事
は
「
子
ど
も
が
笑
う

学
級
の
廃
止
や
私
学
助
成
、

障
害
者
支
援
な
ど
を
矢
継
ぎ

早
に
削
減
。
歯
科
関
連
予
算

も
大
幅
に
削
減
・
廃
止
し

た
。
市
町
村
へ
の
補
助
金
の

削
減
で
、
各
自
治
体
の
福
祉

と
に
あ
る
。
大
型
公
共
事
業

依
存
の
従
来
型
の
経
済
政
策

で
は
、
府
民
生
活
は
悪
化
の

一
途
を
た
ど
る
だ
ろ
う
。

　

前
府
政
に
対
し
、
協
会
を

含
め
反
対
運
動
が
大
々
的
に

な
ら
、
府
民
と
の
間
で
深
刻

な
矛
盾
を
生
む
こ
と
に
な

る
。

　

協
会
の
方
針
は
、
安
心
し

て
歯
科
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
府
の
社
会
保
障
施
策
を

充
実
す
る
こ
と
だ
。
府
民
サ

ー
ビ
ス
の
抜
本
改
善
と
い
う

公
約
を
実
践
さ
せ
る
た
め
、

府
民
と
共
同
し
、
新
府
政
に

福
祉
施
策
の
拡
充
を
強
く
求

め
る
。
と
り
わ
け
、
全
国
ワ

ー
ス
ト
１
の
乳
幼
児
医
療
費

助
成
を
義
務
教
育
終
了
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
が
急
務
だ
。

協
会
は
、
社
会
保
障
・
医
療

施
策
の
改
善
を
実
現
す
る
た

め
、
全
力
を
尽
く
す
。

大
阪
」
を
掲
げ
、
当
選
し

た
。
今
回
の
松
井
氏
も
「
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
」「
す
べ

て
の
ワ
ー
ス
ト
１
を
返
上
」

を
主
張
し
、
府
民
サ
ー
ビ
ス

の
抜
本
改
善
を
約
束
し
た
。

　

橋
下
氏
は
就
任
後
、
35
人

施
策
の
縮
小
が
進
ん
だ
。
一

方
、
福
祉
削
減
で
捻
出
し
た

税
金
を
Ｗ
Ｔ
Ｃ
購
入
や
ダ
ム

建
設
な
ど
に
つ
ぎ
込
ん
だ
。

　

維
新
の
会
が
進
め
る
大
阪

都
構
想
の
基
本
方
針
は
、
予

算
を
大
開
発
に
集
中
す
る
こ

繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
。
選
挙
で
も
、

閉
そ
く
状
態
か
ら
の
変
化
や

福
祉
の
改
善
を
求
め
る
府
民

の
切
実
な
思
い
が
鮮
明
に
表

れ
た
。
松
井
氏
が
前
知
事
の

「
改
革
」
路
線
を
強
行
す
る

と
声
が
上
が
る
と
、
拍
手
が

沸
き
起
こ
っ
た
。

　

大
阪
歯
科
の
山
上
紘
志
副

理
事
長
は
、
民
主
党
が
署
名

の
受
け
取
り
を
拒
否
し
て
い

る
問
題
で
、「
心
あ
る
議
員

が
処
分
覚
悟
で
歯
科
署
名
を

受
け
取
っ
て
い
る
」
と
紹

介
。
民
主
党
へ
の
働
き
か
け

が
大
事
だ
と
呼
び
か
け
た
。

　

大
阪
歯
科
協
会
・
大
阪
連

絡
会
か
ら
、
山
上
・
下
井
戸

昭
介
・
三
井
泰
正
各
副
理
事

長
、
森
啓
・
中
西
幹
夫
両
理

事
、古
田
光
行
監
事
の
ほ
か
、

西
川
勝
美
歯
科
技
工
士
と
大

阪
民
医
連
の
森
田
事
務
局
員

ら
10
人
が
参
加
し
た
。

◇　

◆　

◇

　

１
７
９
回
国
会
は
12
月
９

日
に
終
わ
り
、「
保
険
で
良

い
歯
科
」
請
願
署
名
は
採
否

保
留
に
な
っ
た
。
紹
介
議
員

と
し
て
署
名
を
提
出
し
た
地

元
議
員
は
、
樋
口
・
森
山

（
民
主
）、
吉
井
・
宮
本
・

山
下
（
共
産
）、
服
部
（
社

民
）
の
３
会
派
６
議
員
だ
っ

た
。

要
請
議
員
一
覧

【
面
談
】

　

衆
院　

民
・
辻
元
清
美

【
秘
書
対
応
】

　

衆
院　

民
・
大
谷
信
盛
、

平
野
博
文
、
大
谷
啓
、
長
安

豊
、
萩
原
仁
、
辻
惠
、
樽
床

伸
二
、
森
山
浩
行
、
熊
谷
貞

俊
、
熊
田
篤
嗣
、
中
野
寛

成
、
稲
見
哲
男
、
村
上
史

好
、
長
尾
敬
、
松
岡
広
隆
、

渡
辺
義
彦
、
吉
田
お
さ
む
、

中
川
治
、
藤
村
修
、
樋
口
俊

一
、
自
・
松
浪
健
太
、
柳
本

卓
治
、
谷
畑
孝
、
西
野
あ
き

ら
、
竹
本
直
一
、
公
・
佐
藤

茂
樹
、
池
坊
保
子
、
共
・
宮

本
岳
志
、
吉
井
英
勝
、
社
・

服
部
良
一
、
無
・
中
島
正
純

　

参
院　

民
・
梅
村
聡
、
尾

立
源
幸
、
藤
原
正
司
、
自
・

谷
川
秀
善
、
北
川
イ
ッ
セ

イ
、
公
・
白
浜
一
良
、
石
川

博
崇
、
山
本
香
苗
、
共
・
山

下
芳
生

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

歯
科
改
善
へ
高
ま
る
機
運

歯
周
治
療
で
糖
尿
病
改
善
へ

国会議員からの発言が相次いだ国会内
集会（右手前の発言者が山上紘志氏）
＝12月１日、衆院議員会館　　　　　

府知事選

今号に同封、活用を

「一体改革」パンフ

「
改
革
」継
承
で
は
矛
盾
生
む

医
科
・
歯
科
連
携

２
面
に
歯
科
診
療
報
酬
改
定
情
報
／
今
号
同
封
・
診
療
報
酬
増
な
ど
を
求
め
る
会
員
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

２
面
に
歯
科
診
療
報
酬
改
定
情
報
／
今
号
同
封
・
診
療
報
酬
増
な
ど
を
求
め
る
会
員
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

善
が
糖
尿
病
に
与
え
る
影
響

を
調
査
し
、
①
歯
周
病
と
糖

尿
病
を
併
発
し
て
い
る
患
者

の
病
状
の
改
善
②
医
院
の
活

性
化
③
診
療
報
酬
引
き
上
げ

と
血
液
検
査
の
点
数
化
―
―

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。

 

（
八
尾
市
・
伊
津
進
弘
）

　

高
柴
氏
は
、
共
同
研
究
の

流
れ
（
表
）
や
歯
周
病
原
細

菌
に
対
す
る
血
清
抗
体
価
測

定
方
法
を
説
明
し
、
検
査
結

果
の
蓄
積
法
に
つ
い
て
解
説

し
た
。
同
氏
は
、
蓄
積
デ
ー

タ
は
１
０
０
例
以
上
の
症
例

が
必
要
で
、
多
く
の
開
業
医

の
参
加
が
必
須
に
な
る
。
デ

ー
タ
を
歯
科

界
の
財
産
と

し
て
、
政
府

・
国
民
に
歯

周
病
の
重
要

性
を
訴
え
た

い
。
内
科
医

と
共
同
し
て

全
身
管
理
を

し
、
歯
周
病

を
改
善
さ
せ

れ
ば
糖
尿
病

も
改
善
す
る

こ
と
を
実
証

し
、
歯
科
界

の
今
後
に
光

明
を
投
げ
か

け
た
い
と
い

う
抱
負
を
述

べ
た
。

　

協
会
は
、

歯
周
病
の
改

病
』
共
同
研
究
の
進
め
方
」

を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
11
月

27
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開

い
た
。
歯
科
医
師
ら
60
人
が

取
り
組
み
方
を
学
ん
だ
。
講

師
は
、
高
柴
正
悟
氏
（
岡
山

大
学
大
学
院
教
授
）。

　協会は、政府・民主党が進める社
会保障・税一体改革の問題点をＱ＆
Ａ形式で解説したパンフレット（大
阪府保険医協会作成）を今号に同封
して、会員に送付する。受診時定額
負担などの患者負担増の内容を分か
りやすく紹介しており、医院での活
用を呼びかけている。

　

歯
周
病
と
全
身
疾
患
と
の

関
わ
り
が
次
々
と
証
明
さ

れ
、
歯
周
病
治
療
は
今
後
の

歯
科
医
療
を
発
展
さ
せ
る
大

き
な
関
心
事
に
な
っ
て
い

る
。
協
会
は
、「
医
科
・
歯

科
連
携
―
『
糖
尿
病
と
歯
周


